
 
 
 
 
 
 

 日ᮏ教⫱政⟇学会の会㛗に就任することになりました。

よろしくお㢪い⮴します。 

 ᮏ学会の前㌟の一つである教⫱政⟇◊✲会に時々参加し

ていたのが、ᮏ学会に㛵わるきっかけでした。前㌟の◊✲

会への参加は、その㐠営に携わっていた嶺井ṇ也さん(後に

ᮏ学会⌮事・会㛗)や㯮ἑ惟昭さん(後に⌮事)と交ὶがあっ

たからです。お二人との交ὶは、⚾の恩師である持⏣ᰤ一

先⏕を㏻じてのもので、従って持⏣先⏕のところに㞟って

いたいわゆる持⏣シューレのメンバーは◊✲会に参加して

いました。 

 ᮏ学会では、年報⦅㞟委員会の委員㛗を務めた➨ 6 期、

➨ 7 期を含めて、⚾は年報⦅㞟に㛵わることが多く、数え

てみたところ㏻⟬ 15年㛫になるようです。 

 創❧以᮶の学会の 20年は、政⟇≧ἣの変化に伴㉮する 20

年でした。ベルリンの壁崩壊の⾪撃が尾を引く 1993年に学

会はㄌ⏕し、その数年後には国内でも中央教⫱審㆟会が中

央㞟ᶒではなく地方分ᶒ化を打ち出すなど、あからさまに

⌧実は動いていきました。それまでの数十年のアカデミッ

クな㡿域での教⫱政⟇に㛵する㆟ㄽの大半が、Ⰻくも悪く

も、Ỵまった「土俵」の上での㆟ㄽでしたから、この変化

は教⫱政⟇分ᯒに✺きつけられた挑戦≧でもあり、新たな

ステージの㛤幕でもあったと思っています。今や「土俵」

の上どころか、他㡿域と対外ヨ合をしながら土俵の形と大

きさを㆟ㄽするところから勝㈇しなければならなくなって

います。⩏務教⫱国庫㈇担制度の㈈※カットや教⫱委員会

制度の廃Ṇをもオプションとした改㠉㆟ㄽなどは➃ⓗな事

例です。 

 変わったのは周㎶≧ἣだけではありません。学会内㒊も

変わってきました。今は㏥会された㯮ἑ惟昭さんが『日ᮏ

教⫱政⟇学会の 20年』の中で回㢳しているように、Ⓨ㊊当

初の日教⤌⣔と全教⣔の◊✲⪅の㛫での「『対❧』の懸念」

は、もう↓くなってきているとゝってよいでしょう。この

変化は、教⫱政⟇を把握するにあたっての対❧の㍈、⪃慮

すべき対抗せ⣲の㉁が変化したことと不可分だと⚾は思っ

ています。 

 こうした変化はゝうまでもなく、⌧≧をㄞむのに旧᮶の

ᯟに代わって新しいᯟが必せになっているということを意

味します。◊✲上、変化の把握については✚がされてき

てはいますが、これらを整合ⓗに分ᯒし得るᯟの形成はま

だまだ㏵上です。 

 既に◊✲のトレンドの⯦は、新しい◊✲ᯟ⤌みの⋓得へ

と切られています。動き⥆ける教⫱政⟇にリアルに切り⤖

ぶことのできる教⫱政⟇◊✲の拠Ⅼとして、ᮏ学会が更に

Ⓨ展しうるように、会員のⓙᵝとともに力を尽くしたいと

思います。(広℩⿱子・専修大学) 
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・投✏⏦し㎸みは 10 月 10日までに 
E メールでお㢪いします。 

・ヲ⣽はḟ㡫をごぴください。 

写┿㸸広℩会㛗㸦➨ 21回大会懇ぶ会にて㸧 



Page2                                                                           2014 JASEP F/W 

ᾋ大会実行委員長ợụᾍ 

 
 

年報➨ 22 号の投✏原✏(投✏ㄽ文、教⫱政⟇フォーラム)

を以下のせ㡿で募㞟いたします。多くの会員からの⏦し㎸

みをお待ちしています。 

 

1、⏦し㎸み期㝈 

 2014年 10月 10日 㸦必╔㸧 

2、⏦し㎸み方ἲ 

 Ặ名、所属、住所、㟁ヰ、ファックス、Eメールアドレス、

投✏ㄽ文または教⫱政⟇フォーラムの別、ㄽ✏㢟┠を明グ

して、下グ 2 カ所の E メールアドレスに、タイトル(件名)

を「年報➨ 22号投✏希望」として「日ᮏ教⫱政⟇学会年報

⦅㞟委員会」宛に⏦し㎸んで下さい。 

 

※Eメールアドレス 㸦「あっと」を㸾に変えて下さい㸧 

    araifあっと tmu.ac.jp 
 および takehiroあっと tmu.ac.jp  
 

 ⏦㎸⪅に対しては、数日中にメールで⏦し㎸み☜ㄆの㏉

信をします。受付☜ㄆメールが届かない場合にはご一報下

さい。 

 

 なお、㒑㏦での⏦し㎸みをご希望の方は、下グ原✏㏦付

先に⏦し㎸んで下さい。受㡿の㏉信が必せな方は宛先を明

グした㏉信⏝のはがきをῧえて下さい。 

 

3、原✏⥾め切り 

 投✏ㄽ文、教⫱政⟇フォーラムの原✏⥾め切りは 

2015年 1月 10日㸦必╔㸧です。 

 必せ書㢮一式㸦「投✏・執➹せ㡿」参↷㸧を同封のうえ、

下グ宛に㒑㏦でお㏦り下さい。 

 㸺㏦付先㸼 

   〒192-0397 八⋤子市南大ἑ 1-1 

    㤳㒔大学ᮾ京 㒔市教㣴学㒊 教⫱学◊✲室 

Ⲩ井文昭Ẽ付 

    日ᮏ教⫱政⟇学会年報⦅㞟委員会 

 

4、投✏にあたっては、年報➨ 21 号巻ᮎにグ㍕されている

「投✏・執➹せ㡿」を⇍ㄞされるようお㢪い⮴します。 

 

㸨➨ 8期役員体制のⓎ㊊に伴い、この 2014年 7月から、年

報⦅㞟委員会は上グの住所へ⛣㌿しています。前年度とは

⏦㎸みメールアドレス、原✏㏦付先とも変わっております

のでごὀ意下さい。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年報第 22号投稿原稿ỉ募集Ệếẟề 

日本教Ꮛ政ሊ学会第 21回大会ᾏ東京大学 

 ➨ 21回大会がᮾ京大学ᮏ㒓キャンパスを会場に 2014年 7月 5日㸦土㸧と 6日㸦日㸧に㛤催されました。大会参加⪅は

会員 79名、㠀会員 23名の合ィ 102名でした。多くの方にご参加いただき、ありがとうございました。 

 ᮏ学会は、昨年、学会タ❧ 20周年を㏄え、グ念ㄅがⓎ⾜されるとともに、グ念大会が㛤催されました。新たな一Ṍを

㋃み出す今年度の大会は大会テーマを「教⫱政⟇◊✲の学㝿性と固有性」とし、教⫱政⟇◊✲の学問ⓗ性᱁を改めて問い

┤してみることにしました。公㛤シンポジウムのテーマを「公共政⟇としての教⫱政⟇」として、ᮏ学会外から⛅吉㈗㞝

先⏕㸦中央大学㸧と妹尾΅先⏕㸦国❧教⫱政⟇◊✲所㸧をお招きし、⛅吉先⏕からは「教⫱政⟇の公共政⟇学ⓗ分ᯒ―教

⫱政⟇における㸰つの▱㆑―」と㢟して、妹尾先⏕からは「♫会のインセンティブᵓ㐀からみる教⫱政⟇の困㞴性」と㢟

してご報告をいただきました。また、ᮏ学会からは㈆広斎子会員に「教⫱政⟇分ᯒの❧場から―政⟇つ⠊㑅択への㈉⊩に

向けて―」と㢟する報告を⾜っていただきました。教⫱政⟇◊✲には多ᵝなアプローチがあり、そのなかには教⫱学◊✲

の他の㡿域と、そしてまた教⫱学◊✲以外の他の学問分㔝とも密接に㛵わるものが多くあります。このシンポジウムを契

ᶵに教⫱政⟇◊✲の学㝿性と固有性に㛵わる㆟ㄽがより῝まっていくことを㢪っています。 

 ㄢ㢟◊✲ではテーマを「ᵓ㐀改㠉下の教⫱危ᶵと、教⫱政⟇◊✲のㄢ㢟」とタ定していただき、ᶓ井敏㑻会員から「教

⫱政⟇◊✲と♫会ⓗ排㝖―早期㞳学問㢟から―」と㢟して、Ⲩ井文昭会員からは「「ᮾ京の教⫱」をめぐる問㢟から、ᵓ

㐀改㠉下の教⫱危ᶵと教⫱政⟇◊✲のㄢ㢟を⪃える」と㢟して報告がなされました。両ご報告とも教⫱政⟇◊✲の┠ⓗと

方ἲに㛵わるものであり、シンポジウムのテーマと呼応するものでありました。 

 ⮬⏤◊✲Ⓨ⾲は今大会も 3つの分⛉会をタけました。Ⓨ⾲件数は 18件で、Ⓨ⾲テーマは外国◊✲からṔ史◊✲、そし

て⌧代日ᮏの教⫱政⟇の分ᯒまで多岐にわたっていました。懇ぶ会はキャンパス内の山上会㤋で⾜い、多くの会員の方に

ご参加いただきました。ᴦしい交ὶができたものと思っております。 

 ➨ 21回大会にご参加いただいたⓙᵝ、ᮏ大会の‽備から実施までご支援いただきましたすべてのⓙᵝに、大会実⾜委

員会として感ㅰ⏦し上げます。 

➨ 21回大会実⾜委員㛗  大᱈敏⾜ 
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ᾋ分科会 Bᾍ 

ᾋ分科会 Aᾍ 

分⛉会㸿では、㛵敬子会員㸦一ᶫ大学名教授㸧と

佐⸨修司会員㸦⛅⏣大学㸧が司会を担当し、㸴ᮏのⓎ

⾲が⾜われ、多くの参加⪅によってάⓎにウㄽが展㛤

された。 

①⃝㔝⏤⣖子会員㸦⪷心女子大学㸧「ロシア㐃㑥にお

ける⏕ᾭ学⩦政⟇の形成と実㊶の展㛤」はロシア㐃㑥

の⏕ᾭ教⫱基ᮏᵓ想や新ロシア㐃㑥教⫱ἲ、㹌㹅㹍に

よる⏕ᾭ学⩦普及ά動について⤂介・分ᯒがなされた。

②ᮡᾆⰋ二会員㸦愛▱教⫱大学大学㝔・㝔⏕㸧「教⫱改

㠉における学ᰯ図書㤋とㄞ書㸫『学ᰯ図書㤋支援セン

ター』の成ᯝとㄢ㢟㸫」は四つの先㐍⮬体の事例を

分ᯒし、⮬体や⫋員に㛵わる成功のせ因とともに、

ㄢ㢟を明らかにしていた。③❑和広会員㸦日ᮏ大学大

学㝔・㝔⏕㸧「地方⮬体による学力ㄪᰝ㸫㒔㐨府┴の

動向㸫」は㒔㐨府┴教委へのアンケート⤖ᯝをもとに、

学力ㄪᰝの┠ⓗや導入⌮⏤、分ᯒ方ἲ、⤖ᯝ利⏝の≧

ἣについて報告があった。④押⏣㈗久会員㸦宮崎大学㸧

「宮崎┴における小中一㈏教⫱の取⤌」は、宮崎┴の

小中一㈏教⫱が人口ῶ少♫会に対応して、各地で⇕心

に取り⤌まれ、成ᯝを挙げているものの、その成ᯝの

᳨ドにㄢ㢟があることを指摘していた。⑤▼坂広ᶞ会

員㸦㬆㛛教⫱大学㸧「いじめ㜵Ṇ対⟇推㐍ἲにみる教⫱

政⟇形成㐣⛬㸫ステークホルダーと政⟇の中のㄢ㢟

㸫」は推㐍ἲと大ὠ市のいじめ⮬ẅ事件や➨三⪅委員

会、いじめ対⟇、市㛗Ⓨゝ、教⫱委員会改㠉、㐨徳教

⫱ㄽ㆟➼との㛵㐃が幅広く整⌮されていた。⑥広℩⿱

子会員㸦専修大学㸧「2000年代性教⫱批判をỿ㟼化させ

た中教審の⦆⾪ⓗ作⏝」は、⮬Ẹ党などによる⃭しい

性教⫱批判ゝㄝが中教審やそこでの文⛉┬担当⪅のル

ーティーンⓗ対応によって㝈定化されていったこと

を、中教審の審㆟を⣲ᮦにして明らかにしていた。 

㉁・ウ㆟ではフロアからάⓎな㉁が展㛤され、

各Ⓨ⾲⪅の◊✲を῝めるものとなった。                         

㸦文㈐㸸佐⸨修司・⛅⏣大学㸧 

分⛉会 B では、①㟷ᮌⱱ㞝会員㸦❧ṇ大学㠀常勤ㅮ

師㸧「安倍教⫱改㠉における教⫱委員会制度改変の動

向」、②北川㑥一会員㸦元・大手前大学㸧「2013 年市㛗

㑅挙以後の堺市における教⫱政⟇」、③Ọ井ᰤ俊会員

㸦❧ṇ大学㠀常勤ㅮ師㸧「㒔❧㧗ᰯで実施の『宿Ἡを伴

う㜵⅏カ⦎』の教⫱政⟇を᳨ドする」、④安㒊ⰾ⤮会員

㸦早✄⏣大学㸧「㜵⅏と子⫱て支援―新₲┴㛗岡市の事

例を中心に―」、⑤安ウンギョン会員㸦早✄⏣大学大学

㝔・㝔⏕㸧「子どもの学ぶᶒ利とオルタナティブな教⫱

の政⟇に㛵する◊✲―㡑国における代教⫱と教⫱政

⟇を中心に―」㸦以上、Ⓨ⾲㡰㸧の 5件のⓎ⾲が⾜われ

た。 

㟷ᮌ会員は、今ḟの教⫱委員会制度改変の⤒㐣や┠

ⓗを整⌮したうえで、その内容のはらむ問㢟Ⅼがどこ

にあるのかを探り、今後の対応のポイントについて᳨

ウを⾜った。 

北川会員は、大㜰府堺市における教⫱政⟇の動向を

整⌮し、市㛗が㑅挙の㝿に掲げたマニフェストの実施

≧ἣについて分ᯒを加えた。 

Ọ井会員は、宿Ἡを伴う㜵⅏カ⦎が全日制の全ての

㒔❧㧗ᰯで実施されていること、ᾘ㜵⨫との㐃携を図

るのみならず⮬⾨㝲とも㐃携した㜵⅏カ⦎が⾜われて

いることを指摘したうえで、≉に⮬⾨㝲と㐃携した㜵

⅏カ⦎の内容とその問㢟Ⅼについて᳨ウを⾜った。 

安㒊会員は、中㉺大㟈⅏の⤒㦂をάかし㜵⅏と子⫱

て支援の施⟇を実施する新₲┴㛗岡市を事例としなが

ら、乳幼児とそのぶを支援しつつ㜵⅏・ῶ⅏・復⯆施

⟇をどのように展㛤できるか、そのㄢ㢟は何かという

Ⅼについて分ᯒを加えた。 

安会員は、㡑国におけるオルタナティブ教⫱㸦代

教⫱㸧の成❧と展㛤について整⌮し、子ども一人ひと

りの学ぶᶒ利を保㞀するための教⫱政⟇のあり方につ

いて報告した。 

以上のように、ᮏ分⛉会では、国レベル、そして⮬

体レベルの教⫱政⟇について幅広く᳨ウがなされ

た。フロアも交えたάⓎな㉁が⾜われることで、充

実した㆟ㄽとなった。 

㸦文㈐㸸㇂㞞Ὀ・⚟島大学、          

Ṋ井哲㑻・びわこ成㋣スポーツ大学㸧 写┿㸸➨ 21回大会実⾜委員会のみなさん 

写┿㸸⥲会のᵝ子 
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ᾋ課題研究ᾉ構造改革下ỉ教育危機ể、教育政策研究ỉ課題ᾍ 

ᾋ分科会 Cᾍ 

分⛉会 Cでは 7件の⮬⏤◊✲Ⓨ⾲が⾜われフロアとの✚ᴟⓗな㉁が⾜われた。 

宮崎孝子会員(埼⋢大学⛉┠➼履修⏕)の報告は文㒊┬ㄪᰝ◊✲㛵係㒊局のᶵᵓとしての位⨨づけから教⫱政⟇の大き

な方向性を分ᯒした。㉁ではㄪᰝ◊✲㒊局の位⨨づけや各✀ㄪᰝ┠ⓗのㄞみ取りをめぐって㆟ㄽがなされた。㧗ᮌ加奈

⤮会員(ᮾ京大学大学㝔・㝔⏕)は初期日教⤌内での教⫱労働⪅ᴫ念の変㑄について分ᯒした。㉁では教⫱⪅・労働⪅ᴫ

念をゝㄝ分ᯒとして、また♫会主⩏思想との㛵㐃でどう⌮ゎすべきか㆟ㄽが交わされた。井῝㞝二会員(奈Ⰻ教⫱大学)

は⩏務教⫱ᶆ‽ἲ制定に先❧つ、佐㈡┴の㈈政ᵓ㐀について分ᯒした。㉁では⩏務教⫱ᶆ‽ἲの成❧と今回の事例◊✲

の位⨨づけ、佐㈡┴教書事件をめぐる報告⪅⮬㌟のホ価について㆟ㄽがなされた。岩崎保㐨会員㸦㧗▱大学㸧は日ᮏ型大

学 IRの⌧≧をその⤌⧊形態に╔┠して分㢮整⌮した。㉁ではᾏ外とは␗なる日ᮏ型 IRの位⨨づけ、大学 IRᶵ⬟を持

つことの有効性、学㛗やἲ人ᮏ㒊と IRの㛵係性をめぐって意ぢが交わされた。イチャンヒ会員㸦ᮾ京大学大学㝔・㝔⏕㸧

からはᮾ京㒔小学ᰯの事例分ᯒに基づく学ᰯ OJTの実施㐣⛬について報告がなされた。㉁では、OJTに対する学ᰯ⤌⧊

の多ᵝな教師層のㄆ㆑の┦㐪、教⫱実㊶への具体ⓗな有効性、国の政⟇との㛵㐃➼が㆟ㄽされた。⮪俐会員㸦ᮾᾏ大学▷

期大学㒊㸧からは中国の教師教⫱政⟇における「教師教⫱ㄢ⛬ᶆ‽」について政⟇動向とその内容の報告が⾜われた。㆟

ㄽでは、中国国内の政府㛫㛵係およびἲ制に基づく「ㄢ⛬ᶆ‽」の推㐍力について㉁が交わされた。最後に、᳜⏣啓嗣

会員㸦早✄⏣大学大学㝔・㝔⏕㸭日ᮏ学⾡振⯆会≉別◊✲員㸧からタイにおける㧗➼教⫱ᶵ会拡充政⟇の展㛤とㄢ㢟が報

告され、タイ政府の㧗➼教⫱ᶵ会᱁差のㄆ㆑の内容と政⟇の㛵係について㉁が⾜われた。 

㸦文㈐㸸㜿内春⏕・⚟島大学、⠛原岳司・㈡┴❧大学㸧 

 ㄢ㢟◊✲プロジェクトとして「ᵓ㐀改㠉下の⮬体教⫱政⟇をめぐる動向―教⫱政⟇◊✲のㄢ㢟と方ἲをさぐる―」と

のテーマをかかげて、2012 年からẖ年 3 月に公㛤◊✲会と㸵月にシンポジウムを㔜ねてきました。ᮏプロジェクト三年

┠となる今年のㄢ㢟◊✲では、⮬体と国の教⫱政⟇が⃭しく㐍められるなかで教⫱⌧場に㉳こっている危ᶵに↔Ⅼをあ

てながら、教⫱政⟇◊✲が取り⤌むべきㄢ㢟についてフロアとともに⪃えました。ᶓ井敏㑻会員㸦北ᾏ㐨大学㸧とⲨ井文

昭会員㸦㤳㒔大学ᮾ京㸧から報告いただき、それをうけてフロアとともにάⓎな㆟ㄽとなりました。 

 ᶓ井会員からは、「教⫱政⟇◊✲と♫会ⓗ排㝖―早期㞳学問㢟から―」と㢟して、「子どもから大人への⛣⾜の不安定化

の一つの帰⤖といえる早期㞳学問㢟を『教⫱危ᶵ』として取り上げ、それに対する政⟇をㄽじつつ、⌧代教⫱政⟇◊✲の

方ἲとㄢ㢟」の提㉳がなされました。報告のᰕは、㸯㸬「教⫱危ᶵ」としての早期㞳学問㢟、㸰㸬不Ⓩᰯ・㧗ᰯ中㏥の問

㢟ㄆ㆑と♫会ⓗ排㝖、㸱㸬グローバル➇争下の早期㞳学対⟇、でした。 

 Ⲩ井会員からは、「『ᮾ京の教⫱』をめぐる問㢟から、ɔ 㐀改㠉下の教⫱危ᶵと教⫱政⟇◊✲のㄢ㢟を⪃える」と㢟した

報告があり、「『ᮾ京の教⫱』を対㇟に、ᵓ㐀改㠉下の教⫱危ᶵについて᳨ウし、教⫱政⟇◊✲のㄢ㢟についてㄽⅬ提♧」

がヨみられました。報告のᰕは、㸯㸬「ᮾ京の教⫱」: 教⫱ᶵ㛵の出先ᶵ㛵化、㸰㸬ᵓ㐀改㠉下の教⫱危ᶵ、㸱㸬「ᮾ京の

教⫱」から、教⫱政⟇◊✲のㄪᰝㄢ㢟について⪃える、でした。 

 今回のㄢ㢟◊✲は冒㢌に㏙べましたように、三年㛫のプロジェクトの一つのまとめであり、┤接には同じ報告⪅による

三月の公㛤◊✲会の成ᯝの上にたつものです。日々のご多忙の中、時㛫をさいてご‽備いただいた報告⪅に、この場を借

りて感ㅰを⏦し上げたいと思います。 

 大会日⛬二日┠の午前のプログラムでありましたが、多くの会員の参加があり、事実☜ㄆから意ぢ・提に⮳るまで、

多岐にわたってάⓎな㆟ㄽが交わされました。グして感ㅰいたします。ただ㝈られた時㛫であるため、今後の教⫱政⟇◊

✲のㄢ㢟と方ἲをめぐって㆟ㄽがさらに┒り上がろうとするなかで時㛫切れとなってしまいました。司会をつとめた⪅と

して、おルび⏦し上げます。 

 なお、ㄢ㢟◊✲のよりヲしい報告内容と当日の㆟ㄽについては、᮶年度の学会年報を、また三年㛫のㄢ㢟◊✲プロジェ

クトの取り⤌みについては、今年度内にⓎ⾜予定の◊✲報告をごぴ下さい。 

        㸦文㈐㸸Ṋ⪅一弘・中㒊大学㸧 
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2014年 4月から 5月にかけて実施された➨ 8期会㛗及

び⌮事㑅挙の⤖ᯝ、及び⌮事会、⥲会の㆟を⤒て、➨ 8
期役員➼の体制が下グのようにỴまりました。 
 
➨ 8期役員体制 
㸦任期㸸2014年度大会⤊了後〜2017年度大会⤊了まで㸧  
 
・会㛗 広℩⿱子 
 
・⌮事㸦○は常任⌮事㸧 
  

○Ⲷ原克⏨㸦北ᾏ学園大学㸧 
○勝㔝ṇ❶㸦ᮾ京大学㸧 
○中嶋哲彦㸦名古屋大学㸧 
○坪井⏤実㸦愛▱┴❧大学㸧 
 姉崎ὒ一㸦北ᾏ㐨大学㸧 
 佐⸨修司㸦⛅⏣大学㸧 
○Ⲩ井文昭㸦㤳㒔大学ᮾ京㸧 
○大᱈敏⾜㸦ᮾ京大学㸧 
○佐㈏ᾈ㸦ἲ政大学㸧 
○ⶶ原Ύ人㸦工学㝔大学㸧 
○㈆広斎子㸦千ⴥ大学㸧 
○広井多㭯子㸦実㊶女子大学㸧 
○前原健二㸦ᮾ京学ⱁ大学㸧㸦事務局㛗㸧 
○三上昭彦㸦元・明大学㸧 
 Ⲩ井ⱥ㑻㸦信州大学㸧 
 Ṋ⪅一弘㸦中㒊大学㸧 
 尾崎公子㸦兵庫┴❧大学㸧 

 
 住友剛㸦京㒔⢭⳹大学㸧 
 押⏣㈗久㸦宮崎大学㸧 
 㧗℩῟㸦岡山大学㸧 

 
 
・事務局幹事 ⏫支大♸㸦ᮾ京大学大学㝔・㝔⏕㸧 
 
・┘ᰝ 㟷ᮌ⣧一㸦日ᮏ女子体⫱大学㸧 

㏆⸨ṇ春㸦ᱜⰼ学園大学㸧 
 
・年報⦅㞟委員㸦任期 2014年大会⤊了時〜2017年大会
時まで㸧 

広井多㭯子㸦実㊶女子大学㸧 
⃝㔝⏤⣖子㸦⪷心女子大学㸧 
㛗島啓グ㸦早✄⏣大学㸧 
新井⚽明㸦ᶓ国❧大学㸧 
佐⸨修司㸦⛅⏣大学㸧 
Ⲷ原克⏨㸦北ᾏ学園大学㸧 

 
㸦以下は任期⥅⥆中の委員、2013年 7月〜2016年大会時
まで㸧 

Ⲩ井文昭㸦㤳㒔大学ᮾ京㸧㸦委員㛗㸧 
ᮧ上♸介㸦ᮾ京大学㸧 
㇂川⮳孝㸦仏教大学㸧 
坪井⏤実㸦愛▱┴❧大学㸧 

 
㸨⦅㞟委員会幹事 ᯇ下丈宏㸦㤳㒔大学ᮾ京㸧 
㸨ⱥ文ᰯ㜀 R.アスピナール      

ᾋ公開ἉὅἯἊỸἲ「公共政策ểẲềỉ教育政策」ᾍ 

 二日┠午後は公㛤シンポジウム「公共政⟇としての教⫱政⟇」が⾜われた。シンポジウムでは㸱名のẼ㗦の◊✲⪅を報

告⪅としてお招きし、⛅吉㈗㞝Ặ㸦中央大学㸧㸦政学・公共政⟇学㸧が「教⫱政⟇の公共政⟇学ⓗ分ᯒー教⫱政⟇にお

ける㸰つの▱㆑」、妹尾΅Ặ㸦国❧教⫱政⟇◊✲所㸧㸦⤒῭学・教⫱⤒῭学㸧が「♫会のインセンティブᵓ㐀からみる教

⫱政⟇の困㞴性」、㈆広斎子Ặ㸦千ⴥ大学㸧㸦教⫱学・教⫱政⟇学㸧が「教⫱政⟇分ᯒの❧場からー政⟇つ⠊㑅択への㈉

⊩に向けて」の各タイトルで報告を⾜った。それぞれの専㛛分㔝の❧場から、学㝿ⓗに教⫱政⟇◊✲のアプローチがㄽじ

られ、公共政⟇全体の中での教⫱政⟇の≉㉁は何か、教⫱を含め広い意味での政⟇◊✲からどのような♧唆が得られるの

かなどについて⯆味῝い報告がなされた。 

 当日は会員外の参加⪅も多く、フロアからの㉁応⟅もάⓎに⾜われた。各報告⪅に対して政⟇㑅択の基‽は何かを問

う㉁問があり、それに対しては公平性と効⋡性を判断の㍈としうるとの回⟅もあれば、ƫ 会均➼やᶒ利保㞀を基ᮏとすべ

きとの意ぢもあり、報告⪅の専㛛分㔝による㐪いや多ᵝなほⅬをみることができた。また、学ᰯや学⣭の㐺ṇつᶍをどう

⪃えるかという㉁問に対しては、大・中・小のつᶍに合った⤒営ができていればⰋいのではないかとのコメントがあった。

他にも、教⫱政⟇ではデータがあるバラバラに⟶⌮されてい 

るⅬや、学ᰯ外のせ因㸦㏻塾・ぶの学Ṕなど㸧でデータが取

りにくい困㞴性があること、基♏⮬体のデータが得にくい

など、教⫱政⟇分ᯒの㞴しさも明らかになった。 

ᮏ学会のシンポジウムでは最㏆の政⟇動向や個別の教⫱政⟇

をテーマとすることが多く、こうした企⏬はẚ㍑ⓗ⌋しかっ

たと思われるが、参加⪅個々の㛵心・専㛛分㔝によってᵝ々

な感想やㄽⅬがぢられ、学会や教⫱政⟇◊✲にとっても意⩏

のあるᶵ会になったのではないか。 

㸦文㈐㸸ᮧ上♸介㸧 

 

第 8期役員体制 

写┿㸸公㛤シンポジウムのᵝ子 
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〔常任理事会〕 

○➨ 104回㸦➨ 7期➨ 14回㸧 

2014年 4月 26日㸦土㸧午後 4時から 6時 

協㆟事㡯㸸大会‽備≧ἣ、会㛗及び⌮事㑅挙について、ㄢ

㢟◊✲プロジェクトについて、CiNiiの事ᴗ停Ṇについて、

会㈝㛗期ᮍ⣡⪅の㝖⡠について、他 

○➨ 105回㸦➨ 7期➨ 15回㸧 

2014年 6月 14日㸦土㸧午後 3時から 5時 

協㆟事㡯㸸➨ 8期会㛗及び⌮事㑅挙について、⌮事会㆟

について、⥲会㆟について、大会‽備≧ἣについて、➨

22回大会ᰯについて、他 

 

 

〔新入会員 2014年 4月〜〕 

 

〔事務局宛寄贈図書〕 

 

太⏣⨾幸・丸山ⱱᶞ⦅『ノンフォーマル教⫱の可⬟性』

新ホㄽ㸦2013年 12月刊㸧 

日ᮏ教⫱ἲ学会⦅『教⫱ἲの⌧代ⓗ争Ⅼ』ἲ律文化♫

㸦2014年 7月刊㸧 

⟃Ἴ大学学ᰯ⤒営学◊✲会『学ᰯ⤒営学ㄽ㞟』➨ 2号㸦2014

年 2月㸧 

宮下与兵⾨⦅ⴭ『地域を変える㧗ᰯ⏕たち』かもがわ出

∧㸦2014年 5月刊㸧 

⣽川孝⦅ⴭ『「↓償教⫱の㐍ⓗ導入」と大学⏺改㠉』晃

ὒ書房㸦2014年 3月刊㸧 

⣽井克彦・▼ᮏ拓児・光ᮏ『新⮬⏤主⩏大学改㠉 国

㝿ᶵ㛵と各国の動向』ᮾ信堂㸦2014年 2月刊㸧 

 

〔第 22回大会ỉ日程〕 

⚟島大学㸦⚟島┴⚟島市㸧 

2015年 7月 4日㸦土㸧、5日㸦日㸧 

 

〔会費ỉ納入Ệếẟề〕 

2014 年度分までの年会㈝がᮍ⣡の会員は⣡入をお㢪い

します。一⯡会員 8000円、学⏕㝔⏕会員は 5000円です。

⣡入≧ἣの☜ㄆ、振替⏝⣬の㏦付についてはいつでも事務

局までご㐃⤡下さい。 

 

㸨㒑便振替口座 

  グ号 㸮㸮㸯㸴㸮−㸰−㸴㸱㸮㸳㸷㸴 

加入⪅名 日ᮏ教⫱政⟇学会 

 

㸨ゆうちょ㖟⾜口座 

 〇一九㸦ゼロイチキュウ㸧店 

当座 㸮㸴㸱㸮㸳㸷㸴 加入⪅名 日ᮏ教⫱政⟇学会 

 

〔学会事務局〕 

会㛗 広℩⿱子 事務局㛗 前原健二 

㐃⤡先 

〒184−8501 ᮾ京㒔小㔠井市㈏井北⏫ 4−1−1 

ᮾ京学ⱁ大学教員㣴成カリキュラム㛤Ⓨ◊✲センター 

前原健二◊✲室Ẽ付 

㟁ヰ 042-329-7781  

E-MAIL jasep2009@gmail.com 

㸨お問い合わせなどはなるべくメールでお㢪いいたしま

す。㏉信までに少々お時㛫をいただく場合があります。 

学会ウェブサイト 

http://www . jasep . jp 
 

〔編集後記〕 

 事務局幹事を拝命いたしました。微力ながら、学会のά

動に少しでも㈉⊩できればと思います。よろしくお㢪いい

たします。 

 これをきっかけとして、ニュースレターのデザインを少

し変更しました。いかがだったでしょうか。よりⰋいもの

を┠指していきたいと思いますので、是㠀、ご感想➼いた

だけたら幸いです。よろしくお㢪いいたします。㸦ち㸧 

ᜂᡲዂ 


